




現状と課題

快適な住環境が整ったまち
活力を生み、人が集い交流するまち
快適な住環境が整ったまち快適な住環境が整ったまち快適な住環境が整ったまち
活力を生み、人が集い交流するまち活力を生み、人が集い交流するまち活力を生み、人が集い交流するまち

め ざ す
ま ち の 姿

都市基盤整備の推進と公共交通の
整備 

1 産業の振興と安心して働ける環境
づくりの推進

2

施策（市の取組み）

私たちにできること

●人口減少や少子高齢化に対応しつつ、まち
の活性化と快適な住環境を維持するまちづ
くりが必要です。

●インフラ資産の老朽化対策を健全な財政運
営の下で計画的に行うことが必要です。

●産業の活性化による雇用創出や、身近な地
域で買い物ができる利便性の向上が必要
です。

●誰もが安心して働ける環境づくりや、農へ
の関心と理解を深める取組みが必要です。

都市基盤 産 業

■６駅（JR勝川・春日井・神領・高蔵寺、
　名鉄味美・春日井の各駅）の乗降客数

出典：春日井市統計書
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６駅の乗降客数は増加傾向

環境にやさしいまちめ ざ す
ま ち の 姿

地球環境の保全と自然との共生1 ごみ減量とまちの美化の推進2

施策（市の取組み）

私たちにできること

自然にふれあい、

自然を楽しむこと

現状と課題

●市民・事業者・行政が一体となって、地球温
暖化などの地球環境問題に取り組むことが
必要です。

●生活にやすらぎを与えてくれる身近な自然を
一人ひとりが大切にすることが求められます。

●ごみの排出量は減少傾向ですが、減少率が低
い家庭ごみのさらなる減量と資源化が必要
です。

●ごみの排出などのモラルの向上を通じて衛生
的で快適な生活環境の確保が求められます。

地球環境・自然環境 ごみ・環境美化

■ごみ排出量■温室効果ガス排出量

出典：春日井市環境報告書
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●鉄道駅周辺の整備促進と都市機能の誘導・充実
●公共交通の利便性向上と利用促進
●道路・橋梁・排水路・上下水道などの整備
●河川環境の保全、緑化推進と公園・街路樹の
整備

●優良企業の誘致や企業立地の推進
●新たな事業活動と経営基盤強化への支援
●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進
●地域資源の活用・創出と商業の活性化
●農業経営基盤と農に親しむ機会の充実

●環境にやさしい取組みの促進と公害の未然
防止

●自然と親しむ機会の充実と希少動植物の保護

●ごみの減量と資源の有効活用
●環境美化の意識向上と活動促進

地域の商店を利
用したり、商店街
のイベントに参加
すること

地元の食品や

製品を購入す

ること

移動時の乗り合い

など住民同士で

外出を協力し合う

こと

道路や公園、街路樹
など地域の公共物の
維持管理や緑化活動
をすること

エコドライブやクール
ビズなど環境に配慮
した行動を実践する
こと

ごみの量を減らし、

資源の分別やリサ

イクルを積極的に

行うこと

ごみ出しの
ルールやマ
ナーを守る
こと

地域の清掃活動

に参加したり、植栽

を手入れしたりす

ること

ワーク・ライフ・

バランスを理

解し、実践する

こと

■市内就業者数

出典：国勢調査
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各政策分野の取組み
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総合計画の実現に向けて

●まちづくりの進め方
　総合計画を実現するためには、市が春日井の未来に責任を持ち、効果的かつ効率的な行政運営を進め
るほか、都市経営の中核となり、多様な主体を活用することが必要です。市は、市民、事業者などと協力し
て、地域資源を最大限に活用し、総合的かつ戦略的な事業展開を図ります。

●一緒にまちづくりを進めよう！
　市民ワークショップやアンケート調査、グループインタビューなど、多く
の市民の皆さんの「春日井をこんなまちにしたい」という思いを取り入れ
て作成しました。

　多くの市民の皆さんの声を取り入れて作成した
この第六次総合計画は、「暮らしやすさと幸せをつな
ぐまち かすがい」を実現していくための新しい道し
るべ。今後、春日井市がどんなまちをめざし、どのよう
な政策に取り組んでいくのかを明確にしました。
　「春日井が好き」、「春日井にずっと住みたい」、「春日
井は私の自慢のふるさと」。そんな声がもっとたくさ
ん聞かれるように、本市はこれからも市民の皆さんと
のつながりを大切にしながら、目標に向かって着実に
歩んでいきます。

　市内７か所で開催した市民ワークショップ「TALK&CAFE」には、中学生
から高齢者まで延べ211人が参加。市民と行政が一体となって自分たちの暮
らすまちについて考える楽しさ、必要性を再認識する機会となりました。

　財政運営が楽観視できない状況にあっても、質の高い市民サービスを提供し続けることが必要です。
そのため、市は効果的かつ効率的な行政運営を図りながら、増加・多様化する市民ニーズに適切に対応
し、多くの市民が「暮らしやすさ」と「幸せ」を実感できるまちづくりを進めます。

効果的かつ効率的な行政運営1

情報の共有と
ICTの活用

職員の育成と機能的な
組織体制の整備

計画的な行政運営と
自律した財政運営

民間活力の活用と多様な
主体との連携の推進

　核家族化や少子高齢化の進行などに伴い、家族や地域だけでは解決できない生活課題が増加･多様化
しています。こうしたなか、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、市と市民が連携・協
力しながらまちづくりを進めていくことがますます重要となっています。

市民協働の推進2

市民参加の促進
地域コミュニティの
活性化

市民サービスの
担い手づくり

市民協働の推進
体制の整備

　本市が将来にわたって持続可能な都市を築くためには、新たな活力やにぎわいの創出を図ることが
必要です。豊かな自然や今までに築いた都市機能などの地域資源を最大限に活かし、誰もが愛着と誇り
を持って住み続けることができるまちづくりを進めます。

地域資源を活用した活力の創出3

公共施設等の効果的な活用 効果的な土地利用の推進
戦略的かつ効果的な
魅力発信の推進

総合計画は

どうやってできたの
？

　市内で活動する市民活動団体や高校の生徒会など
31団体にインタビューを行いました。

　市内の8つの小学校で、春日井市の未来について
考える出張授業を行いました。

計画を実現しよう
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暮らしやすさと幸せをつなぐまち かすがい
私たちのまちの
未来図

概要版

第六次総合計画
2018-2037

【お問い合わせ】
春日井市企画政策部企画政策課
電話（0568）81-5111（代表）

詳しくは春日井市ホームページを
御覧ください。

検 索第六次春日井市総合計画




